
 

原子力施設等におけるトピックス 

（令和 6 年 1 月 23 日～1 月 28 日） 

令 和 6 年 1 月 31 日 

原 子 力 規 制 庁  

〇令和 6 年 1 月 23 日～1 月 28 日の間に発生した以下の法令報告事象に該当する事案は、下表のとおり。 

 原子炉等規制法第６２条の３又は放射性同位元素等規制法第３１条の２に基づく報告事案（発生に係る報告に限る） 

発表日 事業者名 事業所名 件名 備考 

1 月 24 日 関西電力株式会社 高浜発電所 高浜発電所1号機における計画的な電気出力の抑制について  

 

〇主要な原子力事業者（＊）の原子力事業所内で令和 6 年 1 月 23 日～1 月 28 日の間に発生した以下に該当する事案は、下表のとおり。 

 保安規定に定める運転上の制限(LCO)から逸脱した事案 

 原子炉等規制法第６２条の３に基づく報告事項に該当しないが安全確保に関係する事案で、事業者がプレス公表したもの 

＊････原子力発電所を所有する電気事業者、日本原子力研究開発機構及び日本原燃㈱ 

発表日 事業者名 事業所名 件名 備考 

   該当なし  

 

＜参考＞ 海外の原子力施設におけるトピックス 

該当なし 

 

＜その他＞ 

該当なし 

 

（別紙）高浜発電所 1 号機における計画的な電気出力の抑制について（当庁 HP 及び事業者公表資料） 
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 検索 アーカイブ検索システム

緊 急 情 報 24時間以内に緊急情報はありません。 緊急時ホームページ／メール登録

情 報 提 供 3日以内に情報提供はありません。 緊急時ホームページ／メール登録

現在位置
トップページ 放射線防護・原子力防災 原子力防災 事故・トラブル情報 原子炉等規制法または放射性同位元素等規制法に基づく報告

関西電力(株)から高浜発電所1号機で発生した計画的な電気出力の抑制について報告を受理

原子力規制委員会

掲載日：2024年1月24日

原子力規制委員会は、令和6年1月24日、関西電力株式会社（以下「関西電力」という。）から、高浜発電所1号機における計画的な電気出力の抑制について、核原料物質、核燃料物質
及び原子炉の規制に関する法律第62条の3の規定に基づく法令報告事象に該当するとの報告を受けました。

令和6年1月22日、定格熱出力一定運転中の高浜発電所1号機において、2次系配管からの蒸気漏れ及び給水ブースタポンプ（注1）のグランド部（注2）からの2次系冷却水の漏れが生じ
たことから、原子炉の出力を降下し、令和6年1月24日、当該配管の浸透探傷試験（注3）を行った結果、傷の存在を示す指示が認められたことから、核原料物質、核燃料物質及び原子
炉の規制に関する法律第62条の3の規定に基づく法令報告事象として判断した旨の報告がありました。
関西電力から受けた報告の概要は別紙のとおりです。

注1：主給水ポンプの吸込みを補助するために設置している装置。

注2：ポンプの軸シール部であり、内部流体が、回転軸の貫通部から外部に漏えいしないよう封じている。

注3：試験体表面に開口している傷を目で見やすくするため、可視染料の入った高浸透性の液を浸透させた後、余分な浸透液を除去し、現像剤により浸透指示模様として観察する方
法。

　本件について、現地の原子力運転検査官が現場で環境への影響がないことを確認しています。

　今後、関西電力が行う原因究明及び再発防止策について、確認していきます。

令和6年01月24日

原子力規制庁

長官官房 総務課 事故対処室 室長：山口 道夫
担当：木原

電話（直通） 03-5114-2121

サイトマップ 新着履歴 御意見・御質問 English

原子力規制委員会について 原子力の規制 放射線防護・原子力防災 安全研究・調査 法令・手続・文書 目的別メニュー

関西電力(株)から高浜発電所1号機で発生した計画的な電気出力の抑制について報告を
受理

発生報告

1．報告内容

2．原子力規制委員会の対応

3．別紙

《別紙》関西電力からの報告の概要【PDF： 66KB】

お問い合わせ先
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http://www.nra.go.jp/index.html
http://www.nra.go.jp/index.html
https://twitter.com/gensiryokukisei
https://twitter.com/gensiryokukisei
https://www.youtube.com/user/NRAJapan
https://www.youtube.com/user/NRAJapan
http://ch.nicovideo.jp/channel/nra
http://ch.nicovideo.jp/channel/nra
https://www.da.nra.go.jp/
https://kinkyu.nra.go.jp/
https://kinkyu.nra.go.jp/
http://www.nra.go.jp/index.html
https://www.nra.go.jp/RadiationProtection/index.html
https://www.nra.go.jp/activity/bousai/index.html
https://www.nra.go.jp/activity/bousai/trouble/index.html
https://www.nra.go.jp/activity/bousai/trouble/houkoku/index.html
https://www.nra.go.jp/nra/site/copyright.html
https://www.nra.go.jp/nra/site/privacypolicy.html
https://www.nra.go.jp/nra/site/accessibility.html
https://twitter.com/gensiryokukisei
https://twitter.com/gensiryokukisei
https://www.youtube.com/user/NRAJapan
https://www.youtube.com/user/NRAJapan
http://ch.nicovideo.jp/channel/nra
http://ch.nicovideo.jp/channel/nra
https://www.nra.go.jp/nra/site/sitemap.html
https://www.nra.go.jp/news/index.html
https://www.nra.go.jp/cgi-bin/contact/
https://www.nra.go.jp/english/index.html
https://www.nra.go.jp/data/000467004.pdf


（別紙）




（当庁HP）




   
関西電力からの報告の概要 

（２４日１７時３０分までに受けたもの） 

 
○２１日２３時２５分に運転中であったＢ給水ブースタポンプ（※）入口配管付

近の一部からわずかな蒸気漏れを確認。 
 
○２２日０時４６分に待機中であったＣ給水ポンプ・給水ブースタポンプを起動

し、Ｂ給水ポンプ・給水ブースタポンプを同日１時２９分に停止した後、同日３

時００分に漏えい箇所を系統から隔離。 
 
○２２日５時００分にＡ給水ブースタポンプのグランド部からの２次冷却水の漏

えい量が通常よりも多いことを確認。 
 
○Ａ給水ブースタポンプを停止した上でグランド部の点検を実施するため、２２

日９時０５分に電気出力の負荷降下を開始し、同日１２時２２分に４０パーセン

トまで電気出力を下げ、その出力を継続しているところ。 
 
○Ｂ給水ブースタポンプ入口配管付近での蒸気漏れ箇所について目視点検、浸透

探傷試験を行ったところ、ベント管と管台の溶接部に沿った長さ約３５ｍｍの周

方向の浸透指示模様を確認。 
 
○以上から、本日（２４日）１３時００分、実用炉規則第１３４条第２号に定め

る、発電用原子炉施設の故障により、５パーセントを超える発電用原子炉の出力

変化が必要となったときに該当すると判断。 
 
○今後、当該部を切り出し工場へ搬出を行い、詳細調査を実施する。 
 
※：２次系の主給水ポンプの吸込みを補助するために設置している装置。Ａから

Ｃの３台が設置されている。 
 
 
 

別紙 
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（事業者公表資料）
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参考   

 

【2.2】 対応方針の検討※ 

 
※ 原子炉等規制法に基づく法令報告事象への対応マニュアル （令和 3 年９月 検査監督

総括課 緊急事案対策室）https://www.nra.go.jp/data/000365964.pdf 
から抜粋 

 
 
 
 
 

（当庁 HP） 

原子炉等規制法に基づく法令報告事象への対応マニュアルから抜粋 
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